
平
成
十
八
年
十
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

一

〇

六

号

武
力
攻
撃
の
際
の
警
報
と
国
民
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

高

井

美

穂

106



武
力
攻
撃
の
際
の
警
報
と
国
民
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
声
明
が
、
日
本
国
民
を
不
安
に
陥
れ
て
い

る
。
麻
生
外
務
大
臣
も
今
月
十
五
日
の
テ
レ
ビ
朝
日
「
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
「
北
朝
鮮
と
し
て
は
中
国
、
韓
国
よ
り

日
本
に
撃
つ
確
率
は
高
い
」
と
、
わ
が
国
が
核
ミ
サ
イ
ル
等
の
攻
撃
対
象
と
な
り
う
る
、
と
受
け
取
れ
る
発
言
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

防
衛
庁
は
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
の
衆
議
院
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、
北
朝
鮮
か
ら
弾

道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
、
日
本
へ
の
着
弾
に
要
す
る
時
間
に
つ
い
て
「
お
お
む
ね
十
分
程
度
」
と
答
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
の
本
会
議
で
、
当
時
の
大
野
防
衛
庁
長
官
は
、
着
弾
予
測
に
要
す
る
時
間
に
つ
い
て
、

「
一
、
二
分
の
ブ
ー
ス
ト
段
階
終
了
後
、
極
め
て
短
時
間
で
弾
着
予
測
地
域
が
計
算
さ
れ
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
後
、
日
本
に
着
弾
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
か
ら
着
弾
ま
で
は
概
ね
八
、
九
分

と
い
う
理
解
で
間
違
い
な
い
か
。

二

自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
二
で
は
、
防
衛
庁
長
官
は
「
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
」
弾
道
ミ
サ
イ
ル
破
壊
の
命
令
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
通
常
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
使
い
、
承
認
を
得
る
の
か
、
承
認
に
要
す
る
時
間

一



は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
先
に
北
朝
鮮
が
核
実
験
実
施
の
発
表
を
し
た
際
の
よ
う
に
、
内
閣
総
理
大
臣
が
海
外
に
い
た

り
、
航
空
機
等
で
移
動
中
は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
承
認
を
得
、
ま
た
、
そ
れ
に
要
す
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

三

わ
が
国
領
土
に
向
け
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
、
わ
が
国
は
イ
ー
ジ
ス
Ｂ
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
等
で
こ
れ
を
迎
撃

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
現
在
の
態
勢
で
一
〇
〇
％
こ
れ
を
迎
撃
で
き
る
の
か
。
で
き
な
い
と
す
れ

ば
、
ど
の
程
度
迎
撃
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

四

い
わ
ゆ
る
「
国
民
保
護
法
」
や
そ
れ
に
基
づ
く
基
本
指
針
な
ど
に
よ
る
と
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
た
場
合
「
迅
速

な
情
報
伝
達
等
に
よ
る
被
害
の
局
限
化
が
重
要
」
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
避
難
は
屋
内
避
難
が
中
心
で
、
で
き
る
だ
け

近
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
等
の
堅
ろ
う
な
施
設
や
建
築
物
の
地
階
、
地
下
街
、
地
下
駅
舎
等
の
地
下
施
設
に
避
難
」
と

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
迅
速
な
情
報
提
供
」
の
第
一
歩
と
し
て
、
「
国
民
保
護
に
係
る
警
報
の
サ
イ
レ
ン
音
」
が
昨

年
七
月
に
決
定
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
の
国
民
保
護
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
の
「
サ
イ
レ
ン
音
」
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
れ
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
「
サ
イ
レ
ン
音
」
を
国
民
に
周
知

し
て
い
る
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
「
サ
イ
レ
ン
音
」
が
、
決
定
一
年
が
経
過
し
、
ど
の
程
度
国
民
に
周

知
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



五

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
際
、
政
府
で
は
ま
ず
対
策
本
部
長
に
よ
る
警
報
の
発
令
が
総
務
大
臣
に
通
知
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
都
道
府
県
知
事
に
通
知
が
行
き
、
都
道
府
県
知
事
が
各
市
町
村
長
に
通
知
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市

町
村
が
防
災
無
線
等
を
通
じ
て
「
サ
イ
レ
ン
音
」
を
流
し
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
防
災
無
線
等
を
通
じ
具
体
的
な
避
難
指
示
が

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
が
日
本
へ
の
着
弾
を
予
想
し
た
後
、
政
府
か
ら
都
道
府
県
、
さ
ら
に
都
道
府
県
か
ら

各
市
町
村
に
は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
要
す
る
の
か
。

六

ま
た
、
政
府
は
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の

か
。
同
シ
ス
テ
ム
導
入
に
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
何
か
。

七

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
り
わ
が
国
が
攻
撃
を
受
け
る
場
合
、
首
都
が
そ
の
標
的
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
「
サ
イ

レ
ン
音
」
を
流
す
防
災
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
学
校
や
公
的
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
都
心
の
雑
踏
や
防
音
性
の
高
い

ビ
ル
の
中
に
い
る
国
民
に
対
し
、
十
分
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
警
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
聴
覚
障
害
者
や
、
避
難

が
困
難
な
病
人
、
お
年
寄
り
な
ど
を
ど
う
保
護
す
る
か
、
具
体
的
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

八

内
閣
官
房
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
る
「
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」
に
よ
る
と
、
「
警

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
直
ち
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
行
動
」
と
し
て
「
�
屋
内
に
い
る
場
合
。
ド
ア
や
窓
を
全
部
閉
め

三



ま
し
ょ
う
。
ガ
ス
、
水
道
、
換
気
扇
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
ド
ア
、
壁
、
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
離
れ
て
座
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
場
合
残
さ
れ
た
八
、
九
分
で
、
こ
れ
ら
政
府
が
国
民
に
要
望
す
る
行

動
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

九

結
局
、
わ
が
国
が
核
兵
器
な
ど
大
量
破
壊
兵
器
を
搭
載
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
攻
撃
対
象
地
域
の

国
民
は
「
座
し
て
死
を
待
つ
」
し
か
な
い
の
か
。
政
府
の
国
民
保
護
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


